
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ガス冷却室搭載型流動床式焼却炉において、焼却炉運転中は、ガス冷却室の内壁面に焼却
灰を付着、保持する形状となり、また焼却炉運転停止中に付着した焼却灰を脱落させる形
状となる焼却灰付着手段を設けたことを特徴とする流動床焼却炉。
【請求項２】
焼却灰付着手段は形状記憶合金プレートまたはバイメタルプレートからなることを特徴と
する請求項１記載の流動床焼却炉。
【請求項３】
焼却灰付着手段は付着灰を保持するためのピンと該ピンをほぼ貫通穴に進出自在に挿入し
た灰付着用の付着板およびピンの基部を、その平面の垂直方向に立てたバイメタルプレー
トからなる灰付着保持板との組立体からなることを特徴とする請求項１記載の流動床焼却
炉。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ガス冷室搭載型流動床式焼却炉に係り、特に塊状焼却灰の流動床上への落下に
よる水蒸気爆発事故防止並びにダイオキシン類を低減するのに好適な流動床焼却炉に関す
る。
【０００２】
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【従来の技術】
従来、ガス冷却室搭載型の流動床焼却炉において、排ガスはガス冷却室内に設置された水
スプレーにより噴霧された冷却水で減温される。この際に排ガス中の一部の飛灰が加湿さ
れ、水分が完全に蒸発する前に冷却室壁面に接し、壁表面に付着、堆積し塊状に成長する
。これが運転中に流動床上へ落下すると水蒸気に至らない場合でも湿った灰塊が流動床の
燃焼温度を一時的に低下させるため、ＣＯのピーク発生を引き起こし、ダイオキシン類が
発生する。
【０００３】
このように焼却炉において、灰塊が運転中に流動床上へ落下することは、重大事故の原因
となり、また、有毒物質であるダイオキシン類の発生原因となる。
この点について、例えば特開昭５８－１４６４１７号公報に開示された従来技術では、焼
却灰が塊状になる前に冷却室壁面から払い落とす方法、例えば板バネ振動により付着灰の
成長を防止するものが知られているが、この方法では振動しているダストセパレータ自体
の灰付着は防止できるが、壁面への灰付着そのものを防止することはできず、抜本的な対
策であるとは言えなかった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このように、従来技術のガス冷却室搭載型の流動床焼却炉においては、ガス冷却室壁面へ
の焼却灰付着を防止できず塊状の焼却灰が運転中に流動床上に落下して水蒸気爆発を起こ
したり、また、爆発に至らない場合でも湿った灰塊が流動床の燃焼温度を一時的に低下さ
せるため、ＣＯのピーク発生を引き起こし、ダイオキシン類が発生することを十分防ぐこ
とができなかった。
【０００５】
また、従来技術の流動床焼却炉では、その運転停止中には、ガス冷却室の壁面に残ってい
る付着灰を人為的に除去しており日常のメンテナンスに時間がかかるなどの問題もあった
。
【０００６】
本発明の課題は、焼却炉の運転中に壁面へ付着した焼却灰を壁面へ保持した焼却炉の運転
停止中に自動的に壁面に付着した焼却灰を払い落とす事で運転中での灰塊落下による水蒸
気爆発の防止、ダイオキシン類の発生を抑制することにある。
また、本発明の課題は焼却炉の運転停止時に人為的に付着した灰を払い落とす作業を省き
日常メンテナンスの省力化を図ることである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明の上記課題は、ガス冷却室搭載型流動床式焼却炉において、焼却炉運転中は、ガス
冷却室の内壁面に焼却灰を付着、保持する形状（凹凸形状、棚状、突起など）となり、ま
た焼却炉運転停止中に付着した焼却灰を脱落させる形状となる焼却灰付着手段を設けた流
動床焼却炉により解決される。
【０００８】
本発明の焼却灰付着手段は形状記憶合金プレートまたはバイメタルプレートからなるもの
または付着灰を保持するためのピンと該ピンをほぼ貫通穴に進出自在に挿入した灰付着用
の付着板およびピンの基部を、その平面の垂直方向に立てたバイメタルプレートからなる
灰付着保持板との組立体からなるものとすることができる。
本発明の焼却灰付着手段は灰塊付着が多いガス冷却室に設けられるスプレーノズル位置か
らガス流れの下流側１～２ｍ位置に設置することが望ましい。
【０００９】
【作用】
上記焼却灰付着手段に付着した灰は、焼却炉運転中には該付着手段表面に保持され、落下
することがない。また、焼却灰付着手段は焼却炉停止を温度低下、ガス量低下、排ガス中
酸素濃度の増加、流動空気量の低下などにより感知し、流動床燃焼が終わった状態で灰が
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付着した付着手段表面を平滑または付着した灰を剥離し易い形状に変化させて付着灰を払
い落とす。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態について説明する。
図１に本発明の実施の形態のガス冷却室搭載型の焼却炉の一例を示す。ガス冷却室搭載型
の焼却炉の本体４内部にごみなどの燃焼対象物を燃焼させるための流動床部５と散気管６
とが配置されている。また、流動床部５の上部には多数の水スプレーノズル２が配置され
たガス冷却室１が設けられている。
【００１１】
流動床部５でごみなどの燃焼対象物は流動粒子と共に散気管６からの燃焼用空気の供給を
受けて燃焼するが、その燃焼排ガスは焼却炉本体４からガス冷却室１に上昇するが、ガス
冷却室１内に設置された水スプレーノズル２により噴霧された冷却水で排ガスは減温され
る。この際に排ガス中の一部の飛灰が加湿され、水分が完全に蒸発する前にガス冷却室１
の壁面に接し、壁表面に付着、堆積して塊状に成長する可能性があることは従来技術の項
で述べた通りである。
【００１２】
図１に示す装置の特徴はガス冷却室１の内壁面で水スプレーノズル２の下流側（上方側）
１ｍ～２ｍの範囲に形状記憶合金プレート３を取り付けることである。
ガス冷却室内壁面１ａに設置された形状記憶合金プレート３は、焼却炉運転時での高温（
３００℃～５００℃）では、表面形状が波形になり付着した焼却灰が波形の凹部により保
持される（図２（ａ））。一方、焼却炉の運転が停止し、炉内温度が低温（３００℃未満
）になると形状記憶合金プレート３は平面形状になり、付着灰がプレート表面から剥離し
て払い落とされる（図２（ｂ））。
なお、図１の例において形状記憶合金プレート３はバイメタルプレートとすることもでき
る。
【００１３】
また、図３には本発明のガス冷却室搭載型の焼却炉の別の実施の形態を示す。図３の焼却
炉本体４の構造は図１に示すものと同一であるので、その説明は省略が、ガス冷却室１の
内壁面の水スプレーノズル２の下流側１ｍ～２ｍの範囲に灰付着保持板７を取り付ける。
図３の灰付着保持板は、図４にその拡大図を示すように付着灰を保持するためのピン７ａ
と灰を着させる付着板７ｂおよびバイメタルプレート７ｃからなり、付着板７ｂとバイメ
タルプレート７ｃの中央には、ピン７ａが取り付けてあり、バイメタルプレート７ｃの平
面と平行な方向に平面を備えた付着板７ｂの中央部には、ピン７ａが貫通できる穴が開け
てあり、バイメタルプレート７ｃの変形に伴って、付着板７ｂの貫通穴を介してピン７ａ
が付着板７ｂ表面に進出自在になっている。
【００１４】
この灰付着保持板７は、焼却炉運転時での高温（３００～５００℃）において、バイメタ
ルプレート７ｃが炉内側にピン７ａを押し上げた状態となり（図４（ａ））、付着板７ｂ
の穴からピン７ａを突き出した状態となる。そのとき付着板７ｂに付着した灰はこのピン
７ａに保持され、焼却炉運転中は灰が落下することがない。
【００１５】
一方、焼却炉の運転を停止し、低温（３００℃未満）になるとバイメタルプレート７ｃが
平板状になり（図４（ｂ））、ピン７ａを付着板７ｂから引っ込み、付着板７ｂは、表面
が平らとなり、灰が付着板７ｂ表面から剥離して払い落とされる。
【００１６】
【発明の効果】
本発明によれば、焼却炉の運転中の壁面へ付着した焼却灰を落下させないように壁面へ保
持し、焼却炉の停止中に自動的に壁面に付着した焼却灰を払い落とし、運転中での灰塊落
下による水蒸気爆発、ダイオキシン類の発生を抑制することができる。合わせて、停止時
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に人為的に付着した灰を払い落とす作業を省き日常メンテナンスの省力化を図ることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例の概略図である。
【図２】　図１の形状記憶合金プレートの焼却炉運転時（図２（ａ））と停止時（図２（
ｂ））の様子を示す図である。
【図３】　本発明の実施例の概略図である。
【図４】　図３の灰付着保持板の焼却炉運転時（図４（ａ））と停止時（図４（ｂ））の
様子を示す図である。
【符号の説明】
１　ガス冷却室　　　　　　　２　水スプレーノズル
３　形状記憶合金プレート　　４　焼却炉本体
５　流動床部　　　　　　　　６　散気管
７　灰付着保持板　　　　　　７ａ　ピン
７ｂ　付着板　　　　　　　　７ｃ　バイメタルプレート
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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